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DIC591（きみどり）

６月定例会
　平成１９年６月定例会は、６月２０日から２７日までの会期で開かれ、条例の一部改正

などの審議を行いました。

　審議した議案などの内容と結果は次のとおりです。

専
決
処
分

二ノ戸沢水源

国
立
公
園
箱
根
の

自
然
環
境
・
森
と
水
に
つ
い
て

QA

指
　
　
定

契
　
　
約

人
　
　
事

規
約
変
更

〔
専
決
処
分
の
承
認
〕

◎
平
成
19 
年
度
箱
根
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
専

決
第
１
号
）

　
平
成

�18 
年
度
に
歳
入
不
足
を
生

じ
た
こ
と
か
ら
、
保
険
給
付
費

6,903
万
円
を
減
額
補
正
し
、
前
年

度
繰
上
充
当
金
と
し
て
同
額
を
計

上
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
承
認
し

ま
し
た
。（
賛
成
多
数
）

◎
平
成
19 
年
度
箱
根
町
老
人
保

健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
専
決
第

１
号
）

　
概
算
交
付
を
受
け
た
医
療
給
付

費
等
に
対
す
る
国
庫
負
担
金
が
翌

年
度
に
精
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

平
成
18

年
度
に
お
い
て
繰
上
充

用
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
歳

入
歳
出
に

3,334
万

1,000
円
を
追
加
し
、

総
額
を
12
億

6,334
万

1,000
円
と
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
承
認
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
）

〔
箱
根
町
立
学
校
等
の
設
置
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
〕

　
町
立
小
・
中
学
校
の
統
廃
合
に

係
る
統
合
小
・
中
学
校
の
校
名
が
、

箱
根
町
立
小
・
中
学
校
校
名
選
定

委
員
会
で
選
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

条
例
を
一
部
改
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
）

〔
箱
根
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
〕

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
19

年
政
令
第
26
号
）
が
、
平
成
19

年
２
月
21

日
に
公
布
さ
れ
、
平

成
19

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

可
決
し
ま
し
た
。
　（
賛
成
多
数
）

〔
箱
根
町
消
防
団
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
〕

　
消
防
団
員
の
任
用
に
つ
い
て
の

資
格
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
）

〔
箱
根
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
改
正
〕

　
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損

害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成

19
年
政
令
第
80
号
）
が
、
平
成

19

年
３
月
30

日
に
公
布
さ
れ
、

平
成
19

年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
）

〔
指
定
管
理
者
の
指
定
〕

◎
箱
根
町
弥
坂
湯
指
定
管
理
者

の
指
定

　
箱
根
町
弥
坂
湯
の
管
理
を
行

わ
せ
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
、
審
査
の
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
）

〔
物
件
供
給
契
約
の
締
結
〕

◎
救
急
業
務
高
度
化
推
進
事
業

高
規
格
救
急
自
動
車
（
車
体
・

ぎ
装
）
購
入

▽
契
約
相
手
　
神
奈
川
ト
ヨ
タ

　
　
　
　
　
　
自
動
車
（
株
）

　
　
　
　
　
　
　小
田
原
店

▽
契
約
金
額

1,890
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
）

◎
救
急
業
務
高
度
化
推
進
事
業

高
規
格
救
急
自
動
車
用
医
薬
品
、

医
療
器
具
購
入

▽
契
約
相
手
　
（
株
）
ワ
コ
ー

　
　
　
　
　
　
　
商
事

▽
契
約
金
額
934
万

5,000
円

　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
）

〔
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
〕

　
安
藤
貴
代
子
さ
ん
（
仙
石
原

596 

）
を
引
き
続
き
、
ま
た
、
古

川
正
貴
さ
ん
（
湯
本
893
）
を
新

た
に
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

同
意
し
ま
し
た
。
　（
全
員
賛
成
）

〔
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
変
更
〕

　
平
成
19
年
３
月
11
日
付
で
城

山
町
及
び
藤
野
町
の
区
域
が
相

模
原
市
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
に

と
も
な
い
、
同
規
約
を
変
更
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
よ
る
協
議
の
結
果
、

可
決
し
ま
し
た
。
　（
全
員
賛
成
）

　
次
の
５
点
に
つ
い
て
伺
う
。

１
　
県
民
税
超
過
課
税
に

よ
る
県
補
助
金
に
つ
い

て
、
町
は
今
後
の
総
合
計
画
や

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

緑
の
基
本
計
画
に
総
合
的
・
協

同
的
な
大
き
な
柱
と
し
て
、
ど

の
よ
う
に
立
ち
上
げ
て
、
継
続

し
て
い
く
の
か

２
　
将
来
も
水
道
水
を
安
心
し
て

飲
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
か

３
　
早
川
の
水
量
が
過
去
に
比
べ

て
少
な
い
の
で
は
な
い
か

４
　
芦
ノ
湖
の
透
明
度
を
よ
り
良

好
に
す
る
施
策
に
つ
い
て

５
　
箱
根
町
が
国
立
公
園
と
し
て

指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

　
１
点
目
に
つ
い
て
、
本

年
度
事
業
と
し
て
は
、｢

豊

か
な
森
林
づ
く
り
事
業
」

の
中
で
、
温
泉
・
仙
石
原
・
蛸
川

財
産
区
有
林
の
範
囲
内
及
び
周
辺

に
地
域
の
重
要
な
水
源
と
な
っ
て

い
る
河
川
や
湖
沼
が
あ
り
、
そ
の

水
源
を
保
全
す
る
た
め
、
財
産
区

有
林
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
町
内
の
重
要
な
地
下
水

源
を
保
全
す
る
た
め
、
そ
の
上
流

域
に
位
置
す
る
町
有
林
・
私
有
林

を
整
備
し
、
水
源
涵
養
な
ど
の
公

益
的
機
能
を
発
揮
す
る
森
林
を
目

指
す
た
め
、
平
成
18
年
仙
石
原
片

平
地
区
広
葉
樹
林
化
事
業
・
広
葉

樹
林
化
促
進
事
業
の
継
続
事
業
と

し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
観

光
開
発
と
自
然
保
護
と
の
調
和
が

大
切
で
あ
り
、｢

自
然
保
護
を
基

調
と
し
た
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り｣

を
常
に
意
識
し
て
、
行
政
運
営
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
後
と
も｢

自
然
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り｣

の
実
現
に
向
け
、

森
林
整
備
と
広
葉
樹
林
化
を
推
進

し
、｢

豊
か
な
森
林
づ
く
り｣

を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
２
点
目
に
つ
い
て
、
現
在
、
所

有
し
て
い
る
水
源
は
、
表
流
水
４

箇
所
・
地
下
水
８
箇
所
・
涌
水
８

箇
所
の
計
20
箇
所
あ
り
、
こ
の
水

源
取
水
能
力
に
対
し
、
日
最
大
使

用
量
の
状
況
に
な
っ
て
も
、
能
力

に
十
分
余
裕
が
あ
る
と
と
も
に
、

使
用
す
る
源
水
も
地
下
水
と
涌
水

が
主
で
、
表
流
水
に
し
て
も
沢
水

と
い
う
こ
と
で
、
需
給
者
に
お
い

し
い
水
を
供
給
し
て
い
る
と
自
負

し
て
い
る
。

　
将
来
に
お
い
て
も
、
需
給
者
の

皆
様
が
水
道
水
を
安
心
し
て
使
用

で
き
る
よ
う
に
、
水
質
管
理
は
も

と
よ
り
、
配
水
管
等
老
朽
化
し
た

管
の
改
良
整
備
を
計
画
的
に
実
施

す
る
な
ど
、
健
全
な
水
道
事
業
運

営
に
努
め
、
住
民
の
方
々
に
安
全

で
安
定
し
た
水
の
供
給
を
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
３
点
目
に
つ
い
て
、
第
２
号
公

共
下
水
道
の
供
用
開
始
以
前
、
芦

ノ
湖
周
辺
の
住
居
等
の
排
水
放
流

先
は
芦
ノ
湖
で
あ
っ
た
も
の
が
、

供
用
開
始
後
、
汚
水
と
温
泉
排
水

は
仙
石
原
浄
水
セ
ン
タ
ー
に
送
ら

れ
、
処
理
後
は
早
川
に
放
流
さ
れ

る
の
で
、
理
論
上
そ
の
分
が
増
え

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
水
力
発
電
の
た
め
の
早

川
表
流
水
の
取
水
に
つ
い
て
は
、

早
川
渓
谷
の
観
光
的
価
値
を
損
な

わ
な
い
よ
う
に
、
発
電
用
水
の
一

部
は
、
観
光
放
流
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
総
合

的
に
判
断
し
、
過
去
に
比
べ
早
川

の
水
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

は
、
考
え
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
４
点
目
に
つ
い
て
、
現
在
、
第

２
号
公
共
下
水
道
の
整
備
率
は
、

73.2
％
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
面
整
備

を
積
極
的
に
進
め
る
ほ
か
、
接
続

率
を
高
め
る
た
め
、「
広
報
は
こ

ね
」
等
に
よ
る
住
民
な
ど
へ
の
周

知
を
行
う
と
と
も
に
、
町
外
者
が

所
有
す
る
ホ
テ
ル
・
旅
館
や
寮
・

保
養
所
、
別
荘
な
ど
も
接
続
督
励

の
通
知
、
あ
る
い
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

手
段
を
通
し
て
下
水
道
へ
の
接
続

Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
５
点
目
に
つ
い
て
、
環
境
省
が

平
成
12
年
度
に
「
公
園
指
定
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
等
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

結
果
、
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、「
自

然
の
保
護
が
さ
れ
る
こ
と
」
が
一

番
多
く
、
次
に｢

利
用
者
増
加
に

伴
う
経
済
波
及
効
果
が
あ
る
こ
と｣

「
地
域
イ
メ
ー
ジ
が
向
上
す
る
こ

と
」「
乱
開
発
が
防
止
さ
れ
る
こ

と
」「
景
観
の
保
護
が
さ
れ
る
こ

と
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

｢

規
制
に
伴
う
経
済
損
失
等
が
大

き
い
こ
と｣

が
圧
倒
的
に
多
く
、

次
に｢

許
認
可
手
続
き
が
煩
雑
で

あ
り
、
時
間
的
損
失
が
大
き
い
こ

と｣

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
や
考
え
方
に
よ
り
、
メ
リ
ッ

ト
に
も
な
れ
ば
デ
メ
リ
ッ
ト
に
も

な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
私
は
箱
根

町
と
し
て
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

仙石原浄水センター処理水放流口付近


